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栃
木
県
立
博
物
館
開
館
三
十
五
周
年
記
念
特
別
企
画
展

「
中
世
宇
都
宮
氏 

頼
朝
・
尊
氏
・
秀
吉
を
支
え
た
名
族
」
連
携
企
画

『
中
世
宇
都
宮
氏
と
上
三
川
』

中
世
宇
都
宮
氏
と
は
？

　

中
世
宇
都
宮
氏
は
、
平
安
時

代
の
末
期
か
ら
戦
国
時
代
の
終

わ
り
ま
で
、
4
0
0
年
以
上
に

わ
た
っ
て
現
在
の
宇
都
宮
市
と

そ
の
周
辺
を
本
拠
に
活
躍
し
た

名
門
武
士
団
で
す
。

　

下し

も

つ

け野
一

い
ち
の
み
や宮

・
宇
都
宮
明

み
ょ
う
じ
ん神

（
現
在
の
二ふ

た

あ

ら

や

ま

荒
山
神
社
）
の
神
職

を
務
め
る
一
方
で
、
そ
の
勇
猛

さ
か
ら
「
坂ば

ん

ど

う東
一
の
弓
矢
取
り
」

と
も
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
氏
は
、
関
東
を
代
表

す
る
名
族
と
し
て
、
源

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
の

鎌
倉
幕
府
、
足あ

し

か

が

た

か

う

じ

利
尊
氏
の
室
町

幕
府
、
そ
し
て
豊と

よ

と

み

ひ

で

よ

し

臣
秀
吉
の
政

権
下
で
も
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役

割
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
都
宮
氏
は
「
和
歌

好
き
」
と
し
て
も
知
ら
れ
、
5

代
頼よ

り

つ

な綱
は
歌
人
藤

ふ
じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え

原
定
家
と
も

親
交
が
あ
り
、『
百
人
一
首
』
に

も
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
上
三
川
町
一
帯
は
、
宇
都
宮
氏
の
一

族
が
治
め
て
い
ま
し
た
。
町
内
に
あ
っ
た
上
三

川
城
と
多
功
城
は
、
そ
の
領
土
南
端
の
守
り
の

要
と
し
て
築
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
町
で
は
中
世
宇
都
宮
氏
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
、
県
立
博
物
館
企
画
展
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
左
記
の
連
携
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

企
画
① 

『
中
世
宇
都
宮
氏
と
上
三
川
』
展

役
場
町
民
ホ
ー
ル
に
て
、
上
三
川
城
の
発
掘

資
料
や
宇
都
宮
氏
と
上
三
川
に
ま
つ
わ
る
解

説
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
中
世
宇
都
宮
氏
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
1
日
（
金
）
～
10
月
31
日
（
火
）

　

役
場
開
庁
時
間
内
の
み

企
画
② 

か
み
の
か
わ
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

町
内
に
あ
る
宇
都
宮
氏
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
等
の

詳
細
は
35
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
1
回　

9
月
30
日
（
土
）

　

第
2
回　

10
月
21
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
係

　

9
1
5
9

☎
56

上三川城址公園

多功城跡の碑

中世宇都宮氏ゆかりの地

栃木県立博物館開館三十五周年記念特別企画展「中世宇都宮氏 頼朝・尊氏・秀吉を支えた名族」

▶会　　期＝9月16日（土）～10月29日（日）　※10月10日（火）のみ休館

▶開館時間＝午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）

▶観 覧 料＝一般1,200（1,000）円　高校・大学生600（500）円　中学生以下は無料

　　　　　　（　）内は20名以上の団体またはＭ割料金。

※その他詳細は、栃木県立博物館に直接お問い合わせください。（☎028（634）1311）


